
「子どもの性的虐待の記録」に規制を設ける際の論点
■児童ポルノと重複する部分への規制（製造・販売側に対しては児童ポルノ法で規制済み）
　○規制の必要性について
○規制の種類について
　　禁止規定、廃棄命令、廃棄の勧告、直罰規定
　○処罰対象行為について
　　所持一般、有償取得、無償取得、反復取得
　
○規制を科す対象範囲について
　　・子どもへの性交、性交類似行為
　　・子どもの性器等を触る、他人の性器等を触らせる
　　・子どもを半裸又は全裸にして強制わいせつする行為
　○対象年齢について
■児童ポルノと重複しない部分への規制
○規制の必要性について
○規制の種類について
　　禁止規定、廃棄命令、廃棄の勧告、直罰規定
　○処罰対象行為について
　　所持一般、有償取得、無償取得、反復取得
○規制を科す対象範囲について
　・着衣の上からのわいせつ行為
　・水着、下着等を着用した状態で陰部・でん部を強調する姿態をとらせる
　○対象年齢について
　○製造・販売側への規制について
■その他の論点
　○処罰対象とする電磁的記録の扱い
　　・児童ポルノ法の場合は、「電気通信回線を通じて視覚により認識することができる方法により描写した情報を記録した電磁的記録その他の記録」
　○自治体におけるネット上に流通する「子どもの性的虐待の記録」への対応について
　○青少年を処罰対象とすることについて
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